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畜産試験場だより 
 酪農試験場 

 

○待望のランドレースが、遠路はるばるやって来た。

写真で見る通り、スマートな豚である。早速長い顔で

牧草畑を掘っている。そのスピードの早いこと中ヨー

クシャーに比べてすべての動作が活発である。この遠

来の客を入れるというので、従来の豚舎を修理した。

これがセコハンかと思われるような、立派な豚舎にな

り、のびのびと異国の風俗を眺め乍ら旅の疲れをいや

している。 

○先日兵庫県の代表種牡牛である、カーネーション、

ファイブスターゼネラルの凍結精液を人工授精した

当場繋養のスノーゼラルデンイムペリアル号（スノー

マリーの孫）が分娩、35キロの牝でやや小格ではある

が、父母の良い所を受けついで将来が楽しみだと思っ

ている。 

○今年は長雨の後の旱天続きで飼料作物はやや不作、

50余頭を繋養している場では、青刈作物だけでは足ら

ず、雑草を場内くまなく刈り取り牛の口へと運んだが、

おかげでよい掃除にはなったが、牛には気の毒なこと

であった。来年はサンマーサイレージを作る予定であ

るので、天候に余り左右されず、粗飼料を与える事が

出来るのではないかと思う。 

○試験研究の上に講義という仕事をもっている我々

は、のほほんとしている暇はない。講師は夜更けるま

で、勉強々々の続きである。 

 短期の講習もかなり多い。もうかる酪農の話を聞か

せてくれというのが講習生大部分のいつわざる言葉

である。 

 ある人は先生方の話しを聞いて牛をどのようにし

て飼うかという事はよくわかったが、よく今まで牛が

生きていたものだと驚いている。聞けば聞くほど難し

くなって来た。「盲蛇におじず」今日からもっと勉強

して牛のための牛飼いになります、と異口同音に言っ

ている。 

 実際試験場に転勤して来て、自分で牛を飼って見て、

牛を飼うという事は考えれば考える程難かしくなる

ということを痛感している。その反面牛は正直である

という事もわかって来た。 

 酪農大学校の12月開校をひかえ忙しい昨今である     

（小谷生） 

 


